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I. 調査の概要
■本調査のねらい

■対象地域・対象品目

サブサハラアフリカの食料安全保障や栄養改善に資す
るフードバリューチェーン開発における、具体的な官
民連携の開発支援事業案を作成する。

サブサハラアフリカの5カ国(含ザンビア)と複数の作物
（含ダイズ）を選定して現地調査を行う。選定の際に
は、食料安全保障や栄養改善の視点だけでなく、日系
企業との連携可能性を重視する。

■調査期間

第1フェーズ（2019年3月- 8月）：
現地調査対象国と対象作物の選定、ザンビア現地調査
第2フェーズ（2019年9月- 2020年3月）：
全対象国での現地調査、ワークショップ開催、
官民連携の開発支援事業案の検討、作成

消費
加工・
流通

生産投入材

サブサハラアフリカのフードバリューチェーン
開発に貢献する日系民間企業の取組

（海外農業開発プロジェクトへの投資、農業投入
材・農機・加工用機材等の商材販売、加工食品、添

加物の現地生産・販売等）

ODAによる日系企業の取組を後押し
・無償/有償資金協力（道路・橋梁・電力・水アク
セス、物流センター等の基礎インフラ整備等）
・技術協力（フードバリューチェーン開発に関連
する現地行政官や農家の能力強化、マーケティン
グや栄養教育を通じた消費促進等）
・海外投融資（日系企業又は現地のパートナー企
業の設備投資に係る支援等）

民

官
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II. 調査対象国と作物

地域 国 作物

東部アフリカ ケニア ダイズ、野菜類、水産物、果樹

タンザニア タイズ、果物、コメ、ナッツ類

マダガスカル ダイズ、豆類、コメ、カカオ

南部アフリカ ザンビア ダイズ、養鶏（肉）、養殖、畜産、スピルリナ

西部アフリカ ナイジェリア ダイズ、トマト、コメ、キャッサバ

調査対象外の候補国
ウガンダ、エチオピア、マラウイ、
ガーナ、ブルキナファソ、セネガル

ダイズ、豆類、トマト、コメ、ゴマ、ナッツ類

選定クライテリア
• 国 ：企業の関心、食料栄養状態、治安状況
• 作物：企業の関心、食料栄養改善への貢献、既存／予定調査の有無
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III. 企業との連携方法

企業のアフリカ事

業展開ニーズ（国、

作物）を聴取

調査対象国、作物

を決定

企業の希望する調

査内容を聴取
現地調査の実施

官民連携事業案へ

の企業からのコメ

ントを聴取

これまでの進出分野、事業の進捗、進
出先国におけるビジネス上の課題・リ
スク。今後のビジネス展開（国、作
物）など

本調査に期待すること、開発ニーズ、
ポテンシャル作物、サブサハラ地域の
食品市場の動向及び予測など

FVC開発シート（次スライド）などの
官民連携事業案に関するコメント

官民連携に
よるFVC事
業案の完成

優先順位の特定

- 開発規模

- インパクト

- 実現可能性 等

今は
ここ!
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投入材
種子・肥料・農薬・

根粒菌資材

生産
天水・灌漑農業

加工
搾油・飼料製

造・食品加工

流通
・仲買人、卸売業者

・輸出、輸入

消費
・疑似肉、豆乳等

 輸入に依存している
ため肥料・農薬価格
が高い。

 投入材を調達するた
めの資金不足（小規
模農家）

 小規模農家のダイズ栽培技
術レベルは一般的に低い

 農業機械化されておらず作
業効率が低い

 天水依存のダイズ生産者が
多い。

 原材料の調達が困難
 ダイズ需要が高まり原

料調達コストが高い

 非効率な流通による運送
コストの増加。

 政府のダイズ輸出規制
 トレーサビリティの欠如
 農村地域の道路インフラ

が未整備

 ダイズは換金作物とし
ての用途が大きく、家
庭内での消費は限定的

 ダイズの料理方法その
ものに対する知識が少
ない。

ダイズ加工業者によるダイズ生産・流通・加工の垂直統合
（現地農協・農家との契約栽培によるダイズ原料調達（農業投入材の供給・農機レンタル等）

大規模農家・農業法人によ
る水源開発

農機販売、又は賃耕サービ
スの提供等

小規模農家に対する少額
ローンの提供

FISPの継続、ダイズに適
した投入材の配布（直接配
布方式に限る）

技術協力プロジェクトによる小規模農家のダイズ生産・収穫後処理・マーケティングに係る技術指導
契約農業に係る各種支援（組合リーダーの能力強化、栽培標準化、共同出荷等）

灌漑開発、農業機械レンタ
ルサービス等

投融資スキームの活用（ダイズ生産・流通・加工に携わ
る農業法人、大規模農家に対する金融支援）

IITAと連携して農家の栄養
教育実施

無償資金協力による市場へ
のアクセス道路（又は橋
梁）の改修

小規模農家に対する適切な
投入材使用に係る指導

ダイズ VC

VC上の課題＝
ビジネスチャ

ンス

想定される
官民の役割

官

民
ダイズのトレーサビリティ
構築支援
ダイズの日本輸出

栄養食品に関する啓蒙活動
の実施

太陽光発電システムによる
夜間街頭の整備

ダイズの日本輸出に係る
ロジ面での側面支援

ダイズの調理方法やレシ
ピの提案・提供
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IV.ザンビア現地調査報告

• 期間：6月3日～15日

• 調査対象
• VC：ダイズ、養鶏（肉）、養殖

• ファームブロック（FB）

＊大規模農業開発地域。農業省が推進する10のFBは、各州に1つづつ
合計10カ所、各FB概ね10万haの規模で計画されている。

今年収穫されたSafariダ
イズのサンプル

ピボット灌漑施設（Luswishi FB)小規模養鶏モデルファーム
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ダイズバリューチェーン
投入材 生産 流通 加工 販売・消費

種子・根粒菌資材

農薬

化学肥料

資材販売業者

商業農家・農業法人

小規模農家

中間物流業者

家畜飼料製造業者

搾油業者

輸出

ダイズ加工食品製造業
者

地方市場

スーパーマーケット

畜産農家
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養鶏（肉）バリューチェーン
投入材 生産（第一次） 加工 販売・消費

飼料

ワクチン（輸入）

種鶏飼養

加工メーカー
ファーストフード

孵卵（初生ヒナ）

生産（第二次）

ブロイラー飼養
（大規模）

ブロイラー飼養
（小規模）

地鶏飼養

近
代
的
チ
ャ
ネ
ル

伝
統
的
チ
ャ
ネ
ル

スーパー

肉屋

青空市場
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養殖バリューチェーン
投入材 生産 流通 販売・消費

飼料

稚魚

ケージ養殖
冷蔵車による輸送

加工

乾燥

近
代
的
チ
ャ
ネ
ル

伝
統
的
チ
ャ
ネ
ル

スーパー

青空市場

養魚池養殖

直営店舗での販売
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•ファームブロック(FB）調査
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ファームブロック(FB）開発とは？（前々回のおさらい）
• ザンビア政府が推進する地域農業開発事業のこと。民間投資を活用した農業の商業化・付加価値化の促進に
よる、経済の多角化、地域の雇用創出及び貧困削減を目指す。

ファームブロック位置図

首都ルサカ

FBの

 個 数：10箇所（全国10州に1箇所ずつのFB）

 規 模：平均面積10万ha/FB

 土 地：ザンビア政府が用意

 構 成：1,000～1万ha規模の投資家（企業）と
中小規模契約農家

 管 轄：農業省
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ファームブロック(FB）開発のイメージ（前々回のおさらい）

学校・病院

研修施設

小農用灌漑スキーム
加工団地

主要農産物加工団地

出典：ザンビア国営放送（2018）

大規模ピボット灌漑

• 生産だけでなく、加工施設、コミュニティのための農業・
社会インフラ整備等も行う総合的な地域開発事業
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なぜ、FBなのか？

出典：JICA

• FB開発支援を検討す
る上で、まだ10FBsの
現状が不明

• FVC調査の中で、FBの
概略調査を行い、実態
を把握

• 本日は、いくつかの事例
をご報告
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ファームブロック(FB）開発の状況(1) 調査・計画
• 課題：インフラ整備と小農へ裨益するメカニズムの構築

 土地境界が定まったFB・・・・9/10

 土地利用計画が策定されたFB・・・ 4/10

 企業進出済みのFB・・・・・・・ 4/10

政府系：林業・茶のプランテーション、更生施設によるメイズ・コムギ栽培

民間：砂糖、キャッサバ、ダイズ、メイズ、コムギ、タマネギ、ヤギ、野菜類）

※企業が未進出の地区の多くは、開発予定地へ周辺住民による

入植・侵入が起きている。

 事業実施に伴い環境アセス及び

住民移転計画の策定が必要となるFB・・・ 10/10

 全てのインフラが整ったFB・・ 0/10 (全てを満たすFBは一つもない。
それぞれ個別の問題を抱えている。アクセス道路が雨季に通行不能、電気・
通信が一部または完全に通じない、渡河する橋が無いなど）

土地利用計画図（北部州の例）
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ファームブロック(FB）開発の状況(2)インフラ
• 課題：全FBの共通課題

FB前の変電所（送電網は限定的） FB内のアクセス道路 損傷の程度が大きいFB内の橋梁

破損した洪水吐 FB外の幹線道路 FB周辺の学校
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事例紹介①ルスウィシFB（コッパーベルト州ルフワニャマ県）
• グローバルグループによるダイズ生産・加工事業

 生産は、グローバルグループのグローバルプラ
ンテーション社が実施（5,000 ha）。

• 雨季：ダイズ 5,000 ha

• 乾季：コムギ 500 ha（電力不足のため天水）

 大豆油は同グループのGlobal Industries社で搾
油。年間計画生産量10万トン1)

 バイプロはZAMBEEF（ザンビア最大の牛肉生
産企業）ほか3社へ家畜飼料原料として販売

 小農裨益事業（アウトグロアースキーム
20,000ha）は未着手

 主な農業機械：トラクター 17台、コンバイン1台、
播種機5台、センターピボット13台

ンドラ市
Global
Industries
搾油工場

Global Plantation社
5,000haダイズ生産

首都ルサカ

ZAMBEEF他3社へ
家畜飼料原料

FB

1) Zambia Daily Mail 
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事例紹介②ルエナFB（ルアプラ州カワンブワ県）
• カワンブワシュガー社によるサトウキビ生産・精糖事業（売電を計画中）

 サトウキビ計画生産面積：10,000 ha

 2016年土地割当、2017年第一次苗生産:1ha、2018
年苗増殖10.2ha

 電線は2019年末整備見込み

 コンゴ民ルブンバシ市（人口約120万人）が市場

 残渣を有機肥料及び発電原料として活用。ザンビ
ア電力供給公社に売電を計画。

 生産量不足を賄うため小農との契約農業を計画
中。

 耕作地を喪失する可能性の有る農家（現居住者）
の代替生計手段の確保が課題。

 欧州開発グループによる道路・橋梁建設事業
（F/S完了、現在DD及び環境アセス実施中、2020
年着工予定、事業費1億8千万ドル）

⇒生産・加工地から市場までの輸送コスト及びダ
ルエス港からの資機材輸送コストの削減が期待される。

MwendaKasomeno

Kawambwa

出典：Daily News

ルブンバシ市

ダルエス
サラーム港

コンゴ民
主共和国

ザンビア

タンザニア

ルエナFB
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V.今後の調査計画 （1）

調査工程（案）

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

▲

2019 2020

ケニア、ザンビ

ア（第2回）調査

タンザニア、マダガスカル、

ザンビア（第3回）調査

ナイジェリ

ア調査

最終報告書提出

第4回アフリ

カFVC分科会
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V.今後の調査計画 （2）

分野 調査項目

FVC
• 対象国における対象作物のFVCに係る現状、ステークホルダー分

析、制度、政策、関連法規に関する調査

営農・農業生産

• 各対象作物の生産振興に係る政策や民間投資に対する優遇措置
（農地取得・免税・機材、インフラ整備等）

• 各対象作物の栽培環境（気候・土壌）や農業投入材（種苗・肥
料・農薬等）の製造・流通状況

• 各対象作物の生産を担う企業・組合・農家の営農状況（栽培品種、
栽培時期、灌漑・機械化の状況、販売先・価格等）

• 各対象作物のFVC構築を見据えた農業投入材シミュレーション及
び農家の収支シミュレーション・リスク分析

ザンビアを除く他の調査対象国と各国の対象作物に関して、下記の調査を行う予定



JICAアフリカ地域サブサハラアフリカにおける食料安全保障・栄養改善のためのフードバリューチェーン開発に係る情報収集・確認調査
受託共同企業体：㈱かいはつマネジメント・コンサルティング、NTCインターナショナル㈱ 21

V.今後の調査計画（3）

分野 調査項目

地域農業開発

 FVC関連セクターの投資状況、投資関連諸制度（土地、投資認可、
税制、輸出など）と評価

 物流インフラの状況
 調査対象作物の国内、国外市場での需要
 農村における社会経済状況（生計手段、雇用、社会組織等）
 中小規模農家へ裨益する契約農業モデル

食料安全保障・
栄養

 日本政府の食料安全保障に関する政策、事業、対象地域・作物
 他ドナー・国際機関の食料安全保障関連支援方針、事業概要、地

域、対象作物
 各国の栄養状況の定性的・社会的情報
 各国の食生活上の課題
 食材・作物に関する栄養・フードシステムへの効果
 IFNAによる案件形成のための情報
 栄養視点からのFVC情報
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V.今後の調査計画（4）
分野 調査項目

開発パートナーシッ
プ（官民連携・援助

協調）

 本邦民間企業及び現地企業のサブサハラアフリカ地域におけるFVC
開発事業（対象作物、対象国）に関する事業動向や関心

 JICAと他ドナーの食料安全保障・栄養・FVC事業の連携実績、課題
と今後の可能性・ニーズ

 選定作物の生産、加工、流通、販売を行う本邦企業、現地企業、多
国籍企業の活動状況、課題、ニーズ、ODAへの期待

 NGO、財団の種類、加工・流通・市場振興支援事業の内容、課題、
ボトルネック

環境社会配慮

 農業投資における法制度（民間企業の事業環境（インフラ、用地、
資金）、想定される事業が準拠すべき法制度・ガイドライン等（土
地法含む）、慣習的土地利用を含む用地取得の現状

 ステークホルダーミーティング実施体制
 持続可能な農業開発に係る認証制度の有無と要件
 「農業及びフードシステムにおける責任ある投資のための原則」に

沿った地域農業開発に資する有用技術
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V.今後の調査計画（5）

前記の現地調査期間中、調査対象5か国それぞれにおいて、
ステークホルダーを集めた現地ワークショップを開催する
予定。
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VI. ご意見頂きたいことにつきまして

1. 調査対象国における対象作物の課題・ポテンシャル

2. 調査対象国における対象作物のバリューチェーン調査に期待
すること

3. 調査対象国での事業展開における課題、障害
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ご清聴頂きありがとうございました。

連絡先：
㈱かいはつマネジメント・コンサルティング
国際ビジネス支援部 橋本 卓道
（Tel: 03-5791-5083 E-mail: hashimoto.takuto@kmcinc.co.jp）


